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研究成果概要

上山時に前期の問題となっていた遠隔でのスイッチ操作機器を交換して観測を再開した。観測

所閉鎖後に１度天候悪化による観測停止がみられたが，交換したスイッチを用いた遠隔操作によ

り観測を再開することができた。 １１月に入り冬季の荒天によって観測が停止した。今季は天候

が安定せず春季まで観測再開の目処が立っていない。

他方， 南極昭和基地での宇宙線連続観測は順調に継続しており，稼働率は９０%を超えている。

他のミューオン観測所と合わせて観測データの公開も進んでいるが，利用率向上のために公開

方法の改善を検討しているところである。

本年度の予算は乗鞍上山の旅費として 16 千円を使用した。
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